
　
　
　
一
次
産
業
の
振
興
は
、
市
の
財
政

力
強
化
に
欠
か
せ
な
い
施
策
で
あ
る
。

　

現
状
と
今
後
の
考
え
を
問
う
。

　　

人
口
減
少
や
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り

担
い
手
の
減
少
で
産
地
の
縮
小
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
広
域
的
な
労
力
支
援
組
織
の

設
立
、
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
機

械
化
作
業
体
系
の
構
築
、
I
C
T
を
活
用

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
新
技
術
を
導

入
し
た
省
力
化
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

水
産
業
に
お
い
て
、
陸
上
養
殖
の

今
後
の
見
直
し
は
。

　　

陸
上
養
殖
は
、
天
然
資
源
の
動
向
な
ど
、

今
後
と
も
重
要
性
が
増
す
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
赤
潮
な
ど
の
被
害
も
低
く
、
区
画

漁
業
権
の
免
許
取
得
も
不
要
で
あ
る
た
め
、

新
規
事
業
者
の
参
入
な
ど
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
初
期
投
資

と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
課
題
で
あ
る
の

で
、
可
能
性
に
つ
い
て
十
分
な
調
査
、
研

究
を
行
な
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

平
戸
和
牛
を
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

方
式
で
生
産
供
給
力
を
上
げ
て
、
産
地
直

送
や
輸
出
ま
で
可
能
な
体
制
が
で
き
れ
ば
、

所
得
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

　

現
在
、
繁
殖
農
家
の
子
牛
生
産
に
対
す

る
支
援
が
主
た
る
政
策
で
あ
り
、
今
後
は

肥
育
農
家
の
規
模
拡
大
支
援
を
次
の
課
題

と
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
、
平
戸
和
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　

消
防
署
田
平
出
張
所
は
、
立
地
的

問
題
や
老
朽
化
を
含
め
、
新
設
移
転
計
画

は
な
い
の
か
。

　　

田
平
出
張
所
は
、
43
年
を
経
過
し
、
残

存
耐
用
年
数
が
７
年
で
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
う
え
、
敷
地
も
狭
い
。
市
公
共
施
設

等
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
な
ど

の
複
合
化
も
含
め
て
、
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

実
働
消
防
職
員
が
不
足
し
て
業
務

に
支
障
が
あ
る
と
聞
く
が
対
策
は
。

　　

採
用
試
験
を
実
施
し
、
４
月
採
用
と
し

て
２
人
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
年
度
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
考
え

方
の
中
で
充
足
す
る
よ
う
な
方
向
で
考
え

て
い
る
。

　
　
　

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
共
進
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
、
日
本
一
の
長
崎
和

牛
と
の
高
評
価
を
得
て
生
産
者
の
意
欲
も

充
実
し
て
き
た
と
思
う
が
、
今
後
の
展
開

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
、
水
温
が
１
〜
２
度

上
が
る
だ
け
で
海
藻
等
の
生
態
系
や
海
流

の
変
化
が
起
き
、
結
果
、
魚
類
の
回
遊
経

路
に
大
き
く
影
響
す
る
。
近
年
の
イ
カ
の

不
漁
を
初
め
と
し
、
気
象
状
況
の
影
響
を

大
き
く
受
け
る
沿
岸
漁
業
の
現
状
把
握
と

今
後
の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
。

　　

農
林
関
係
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

平
戸
市
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
を
基
に
、

国
、
県
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
に
本
市
農
業
の
活
性
化
を
図

る
に
は
農
業
生
産
の
３
分
の
１
を
占
め
る

肉
用
牛
の
振
興
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
繁

殖
牛
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
購

買
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
子
牛
の
生
産
、
多

頭
飼
育
農
家
の
育
成
、
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ

ー
の
増
設
に
よ
る
省
力
化
対
策
な
ど
が
必

要
で
あ
る
。

　

次
に
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
気
象
変
動

と
漁
場
環
境
の
変
化
に
伴
う
資
源
の
減
少
、

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
活
力
低
下

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
な
か
①
関
係
施
設
の

広
域
的
な
機
能
再
編
や
販
売
戦
略
の
再
構

築
②
資
源
管
理
型
漁
業
の
取
組
強
化
③
効

果
的
な
栽
培
漁
業
の
推
進
④
戦
略
的
な
流

通
販
売
体
制
の
構
築
⑤
新
規
就
業
者
や
後

継
者
の
確
保
⑥
活
動
拠
点
の
漁
港
の
機
能

保
全
な
ど
を
総
合
的
に
展
開
し
儲
か
る
漁

業
へ
の
施
策
を
推
進
す
る
。

　
　
　

合
併
後
の
市
の
現
状
と
、
地
政
学

的
に
有
利
、
不
利
の
あ
る
各
地
域
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　　

本
市
行
財
政
運
営
も
非
常
に
厳
し
い
が
、

合
併
特
例
の
期
間
中
で
あ
り
、
一
定
の
良

好
な
状
況
を
保
っ
て
い
る
。

　　

地
政
的
に
旧
田
平
町
を
除
き
架
橋
に
よ

り
平
戸
島
・
生
月
島
は
陸
続
き
に
は
な
っ

た
が
行
政
効
率
の
悪
い
形
を
し
て
い
る
。

こ
の
地
理
的
な
要
因
が
地
域
別
の
人
口
の

減
少
率
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

地
域
の
発
展
は
人
的
、
動
的
要
因
だ
け

で
は
な
く
、
地
理
的
な
要
因
に
も
大
き
く

左
右
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
地

理
的
な
要
因
が
特
定
の
地
域
の
発
展
を
阻

害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
整
備
活
用
検
討
委

員
会
の
中
間
報
告
が
出
さ
れ
た
。
機
能
と

し
て
の
３
０
０
人
規
模
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

は
、
ホ
ー
ル
で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

　　

意
見
集
約
の
中
で
ス
ペ
ー
ス
と
は
、
ホ

ー
ル
を
念
頭
に
置
い
た
意
見
で
あ
っ
た
。

　
　
　

未
来
創
造
館
に
は
、
ホ
ー
ル
は
作

ら
な
い
と
行
政
が
判
断
し
、
議
会
も
了
承

し
た
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
整
備
活
用
に
お
い

て
は
、
産
業
建
設
委
員
会
の
所
管
事
務
報

告
で
「
未
来
創
造
館
の
補
完
施
設
で
な
い

こ
と
」
と
あ
り
、
ホ
ー
ル
整
備
案
は
議
会
、

行
政
の
意
見
に
差
異
が
あ
る
。
文
化
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
で
は
だ
め
な
理
由
は
何
か
。

　　

大
き
す
ぎ
る
、
設
営
に
時
間
が
か
か
る
。

冷
暖
房
費
の
負
担
が
大
き
い
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　

公
共
施
設
の
適
正
化
が
今
後
議
論

さ
れ
る
中
、
こ
れ
ら
の
理
由
で
建
設
と
な

れ
ば
、
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
議

会
の
総
意
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　　

施
設
の
整
備
、
建
設
に
つ
い
て
は
、
所

管
事
務
報
告
の
指
摘
を
、
議
会
の
総
意
と

受
け
止
め
尊
重
す
る
。

　
　
　

世
界
遺
産
登
録
を
見
据
え
た
拠
点

施
設
整
備
を
す
る
考
え
も
ゼ
ロ
な
の
か
。

観
光
協
会
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
て
、

立
地
等
の
問
題
を
早
期
決
着
し
て
ほ
し
い
。

　　

観
光
発
展
の
軸
と
な
る
団
体
は
観
光
協

会
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
担
う
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

　
　
　

平
成
26
年
６
月
、
平
成
27
年
６
月

の
一
般
質
問
で
、
早
く
取
り
組
む
べ
く
、
世

界
遺
産
観
光
の
戦
略
策
定
を
お
願
い
し
た
。

具
体
的
に
時
期
を
示
し
、
策
定
す
る
と
答

弁
を
受
け
、
こ
の
時
期
ま
で
履
行
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

　　

申
し
開
き
で
き
ず
深
く
お
わ
び
す
る
。

　
　
　
「
た
か
ら
を
見
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
観
光
平
戸
の
再
生
は
共
感
す
る
。

観
光
は
、
農
林
・
水
産
・
商
工
業
を
含
む

総
合
産
業
で
あ
る
。
効
果
的
な
戦
略
と
は

何
か
、
改
め
て
尋
ね
る
。

　　

観
光
平
戸
再
生
と
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
を
柱
に
誘

客
を
展
開
す
る
。
戦
略
と
し
て
、
世
界
遺

産
登
録
と
資
産
の
保
全
と
活
用
や
D
M
O

（
観
光
戦
略
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の

調
整
機
能
を
備
え
た
法
人
）
に
よ
る
観
光

地
域
づ
く
り
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　

中
津
良
及
び
堤
小
学
校
の
２
校
が

平
成
30
年
４
月
か
ら
津
吉
小
学
校
に
統
合

さ
れ
る
。
両
校
と
も
に
百
年
を
超
え
る
歴

史
が
あ
る
学
び
舎
と
し
て
、
ま
た
地
域
の

拠
点
と
し
て
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
共

に
歩
ん
で
き
た
学
校
が
、
時
代
の
流
れ
と

は
い
え
、
地
域
か
ら
な
く
な
る
事
に
対
し
、

地
元
の
皆
様
も
今
後
の
振
興
策
や
社
会
環

境
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ

て
い
る
。

　

統
合
は
も
と
よ
り
、
閉
校
後
の
施
設
利

活
用
や
中
津
良
地
区
全
体
の
将
来
を
見
据

え
た
振
興
策
や
社
会
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

行
政
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
持
ち
対
応
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

　　

中
津
良
及
び
堤
小
学
校
閉
校
後
の
施
設

利
活
用
と
中
津
良
地
区
全
体
の
振
興
策
に

対
す
る
行
政
側
の
考
え
方
と
し
て
は
、
今

後
中
津
良
及
び
堤
両
地
区
と
も
に
、
過
去

の
事
例
に
倣
い
、
各
区
長
を
初
め
と
す
る

地
区
の
方
々
を
中
心
と
し
た
学
校
跡
地
利

用
検
討
協
議
会
を
組
織
し
た
上
で
協
議
を

重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

施
設
の
有
効
活
用
は
、
校
舎
な
ど
が
余

り
に
も
大
規
模
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
過
去
の
事
例
や
全
国
の
他
市
の
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
地
元
の
皆
様
方
と

十
分
協
議
・
議
論
し
た
上
で
意
向
を
最
優

先
し
た
い
。

　

ま
た
、
中
津
良
地
区
全
体
の
振
興
策
に

つ
い
て
も
、
中
津
良
地
区
の
皆
様
方
の
意

向
を
尊
重
し
、
全
庁
的
に
十
分
協
議
す
る
。

　
　
　

中
津
良
・
堤
保
育
所
の
統
合
や
統

合
場
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
様
の
今
後

の
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
行
政
が
一
方
的
に
決
定
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
元
の
合

意
が
必
要
で
あ
る
。

　

仮
に
保
育
所
の
統
合
や
統
合
場
所
に
つ

い
て
、
地
元
で
合
意
決
定
し
た
場
合
、
制

度
的
な
対
応
の
ほ
か
、
行
政
の
支
援
は
ど

の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
。

　

仮
に
、
統
合
と
な
っ
た
場
合
、
国
の
保

育
所
等
整
備
交
付
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き

施
設
整
備
に
応
じ
た
交
付
金
が
交
付
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。
施
設
整
備
に
お
け
る

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
対
策
事
業
費
の

う
ち
、
国
が
２
分
の
１
、
市
が
４
分
の
１
、

事
業
者
が
４
分
の
１
で
、
全
体
事
業
費
の

最
大
75
％
の
支
援
が
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
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●
一
次
産
業
の
振
興
策
は

●
消
防
行
政
の
現
状
体
制
は
適
切
か

●
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

●
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
現
況
は

●
平
戸
の
観
光
戦
略
策
定
は

●
教
育
行
政
（
中
津
良
・
堤
小
学
校
閉
校
後
の
対
応
）
に

　

つ
い
て
問
う


